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はじめに	 

 

	 2003年に設立された Orchestra Chimica（化学オーケストラ）は、これまで日本化学会春季年会で

のスプリングコンサート、千代田区秋のオーケストラフェスティバルでの演奏を軸として活動を続

けてきた。また、2011年にはブレーメンで行われたドイツ化学会大会での記念演奏など、国内外で

開催された学会やシンポジウムなどでも出前演奏を不定期に行ってきた。このような文化活動を通

して、化学研究や化学に関連する仕事に携わる者、あるいはその家族のネットワークを構築し、学

会運営の一役を担うと同時に、社会に対しても化学者の人となりや活動の一端をアピールしてきた。

このような中で、2015年 12月にハワイで開催された環太平洋国際化学会議（Pacifichem2015）にお

いて、オーケストラ演奏をする機会をいただいた。本報告書は、今回のハワイ公演の準備から実施

に至るまでの過程を時系列に沿って記録としてまとめたものである。今後の化学オーケストラの活

動の参考となれば幸いである。 

 

 

謝辞	 

 

	 ハワイ公演に当たっては、多くの方々にご協力をいただいた。個々を挙げればきりがないが、そ

の中でも格別のご支援をいただいた東京大学の中村栄一教授、アメリカ化学会の Nancy Todd 氏の

両氏には厚く御礼申し上げる。中村教授には、Pacifichem2015の実行副委員長としての業務の傍ら、

オーケストラ演奏の開場下見や演奏に関する貴重なアドバイスをいただいた。また、学会最終日の

レセプションでは、化学オーケストラメンバーとモーツァルトフルート四重奏曲の共演もさせて頂

いた。Nancy Todd氏には、学会運営の責任者として化学オーケストラの演奏に当初より暖かいご理

解を賜り、練習会場の確保や演奏日程の調整などについて格別なご配慮をいただいた。両氏の支援

なくして今回の公演は不可能であった。また、ハワイにおいて演奏に賛助出演していただいた Oahu 

Civic Orchestraのメンバーの方々にも厚く御礼申し上げる。Oahu Civic Orchestraのメンバーとは短

い期間ではあったが、音楽を通して深い絆を結ぶことができた。その他にも、Thomas J. Bartonア

メリカ化学会会長、榊原定征日本化学会会長、川島信之日本化学会常務理事、稲田恵美子日本化学

会 Pacifichem担当など、多くの方のご理解とご協力をいただいた。この場を借りて、深く感謝申し

上げる。 

  



Pacifichem2015 での演奏の概要	 

 

2015年 12月 15日（火）17:00 現地集合、18:00~21:00 リハーサル 

ハワイアンコンベンションセンター	 Rm 315 

2015年 12月 16日（水）18:00 リハーサル、19:00~21:00 オーケストラコンサート① 

2015年 12月 18日（金）10:00 リハーサル、11:30~12:15 室内楽コンサート② 

2015年 12月 20日（日）13:00 リハーサル、14:00~16:00 室内楽コンサート③ 

 

演奏曲目 

オーケストラコンサート①	 ハワイアンコンベンションセンター	 ポスター会場 
 1. Johann Straus   Frühlingsstimmen 

2. W. A. Mozart   Symphony No. 31 “Paris” (Movement 1–3) 
3. W. A. Mozart   Eine kleine Nachtmusik (Movement 1) 
4. W. A. Mozart   Divertimenti D-Major K136 (Movement 1–3) 
5. Johann Schrammel  Vienna for Ever 
6. Leroy Anderson   Blue Tango 
7. Leroy Anderson   The Waltzing Cat 
8. Leroy Anderson   The Syncopated Clock 
9. Leroy Anderson   Sleigh Ride 
10. Johann Straus   Frühlingsstimmen 

 

室内楽コンサート②	 ロイヤルハワイアン	 学生ポスター賞授賞式（Monarch Room） 
 1. W. A. Mozart   Clarinet Quintet (Movement 1): Yoshioka, Kokura, Iwaoka, Takamura, 
Magai 

2. W. A. Mozart   Eine kleine Nachtmusik (Movement 1) 
3. Andre Jolivet   Duet for Oboe and Bassoon: Kishimoto, Ishizu 
4. J. S. Bach   Brandenburg Concerto No. 4 (Movement 1): Solo, Miyasaka, Koide, Itomitsu 
5. Antonio Vivaldi   Four Seasons Winter (Movement 2): Solo, Kokura 
(Option)  W. A. Mozart   Divertimenti D-Major K136 (Movement 1–3) 
(Option)  Johann Straus   Frühlingsstimmen 

 

室内楽コンサート③	 ヒルトンハワイアンビレッジ	 閉会式（Coral Ballroom） 
 1. W. A. Mozart   Flute Quartet (Movement 1–3): Nakamura, Iwaoka, Tamura, Magai 

2. Andre Jolivet   Duet for Oboe and Bassoon: Kishimoto, Ishizu 
3. Antonio Vivaldi   Four Seasons Spring (Movement 1): Solo, Kokura 
4. Frederick Loewe  I Could Have Danced All Night (“My Fair Lady”) 
5. John Lennon   Happy Xmas 
6. James Horner   My Hear Will Go On (“Titanic”) 
7. Leigh Harline   When You Wish Upon A Star (“Disney”) 
8. L. Morey & F. Churchill Someday My Prince Will Come (“Disney”) 
9.    It’s A Small World (“Disney”) 
10. Liliokalani   Aloha’Oe 
11.    Silent Night 
12. Johann Straus   Frühlingsstimmen 

	 	  

実際の演目や曲順は、現場の状況により多少変更があった。 

  



添付資料	 

 

１．中村栄一教授あて、化学オケ演奏について（お願い）、化学オケ沿革、演奏計画書 

 ファイル：Letter_to_Eiichi_Nakamura1.docx 

  Orchestra_Chimica_info_2014.docx 

Orchestra_Chimica_plan1.docx 

２．演奏参加者募集案内（国際募集） 

ファイル：Orchestra_Chimica_player_recruit.docx 

３．ハワイ演奏の説明書と演奏企画書 

	 	 	 	 ファイル：Instruction.docx 

	 	 	 	 	 	 	 	 	 Proposal_ver4_ChemOrchestra.docx 

４．ハワイ出席者のまとめ（個人情報含む） 

	 	 	 	 ファイル：ハワイ出席者.xlsx 

 

 

活動内容の報告	 

 

年月日 事項 活動内容 

2014. 2. 24 山田清東海大学副学長（現

学長）との打ち合わせ（1

回目）（岩岡） 

ハワイ演奏に関する構想を伝え、東海大学ハワイ・インターナ

ショナルカレッジへの協力をお願いした。現地担当者を紹介い

ただいた。 

2014. 3. 19 Thomas J. Bartonアメリカ

化学会会長あてに電子メ

ール（岩岡） 

C & En Newsの記事から Barton氏が大学時代に音楽を専攻して

いたこと、3月の日本化学会春季年会に出席されることを知り、

スプリングコンサートの招待状を送付した。 

すぐに返信があり、コンサートに来るとのことだった。 

2014. 3. 28 日本化学会春季年会スプ

リングコンサート 2014 

 

スプリングコンサートに Thomas J. Bartonアメリカ化学会会長が

来場。後日お礼のメールを送ったところ、コンサートを聴いて

大変感激したとのことだった。 

 

2014. 6. 28 中村栄一東京大学理学部

教授と打ち合わせ（岩岡） 

東海大学湘南キャンパスで行われた有機合成化学協会関東支部

ミニシンポジウムにて、中村教授にハワイ演奏に関する構想を

お話しし、賛同を得た。 

化学オケ演奏について（お願い）、化学オケ沿革、演奏計画書を

英文で作成し、中村教授に送付（添付資料１）。 

2014. 7. 14 榊原定征日本化学会会長 東レ時代のつながりから、高村俊彦氏が榊原定征会長にハワイ



への手紙（高村） 演奏計画についてお伝えした。激励の返信をいただく。 

2014. 11 Pacifichem実行委員会（バ

ンクーバーにて） 

化学オケの演奏が正式に認められた。川島信之常務理事より正

式に通知をいただいた。 

2014. 12. 29 東海大学ハワイ・インター

ナショナルカレッジ担当

者との打ち合わせ（2回目）

（岩岡） 

電子メールにて、ハワイ演奏に関するこれまでの準備状況を報

告し、今後の協力について要請。ハワイ現地のアマオケのハワ

イ大学ウエストオアフ校オーケストラと Hawaii Popsに、プロオ

ケの Hawaii Symphonieに接触をいただく。このうち、Hawaii Pops

より協力を頂ける旨の返事をいただく。（しかし、その後このル

ートは不調に終わった。） 

2015. 3 Nancy Todd氏との打ち合

わせ（岩岡） 

ハワイ演奏の詳細について、Nancy Todd氏と電子メールにて打

ち合わせ。演奏機会、時間、場所などについて、おおよその概

要が固まる。 

2015. 3. 28 中村栄一教授との打ち合

わせ（岩岡、保倉） 

日本化学会春季年会のスプリングコンサート会場にて、中村教

授とハワイ演奏について打ち合わせ。 

2015. 4. 18 ハワイ演奏参加者場集案

内（木原） 

化学オーケストラのメンバーに、電子メールにて通知。返信〆

切 4月末。 

2015. 4~5 演奏計画詳細を作成 ハワイ演奏計画詳細（第 1案）を作成し、Nancy Todd氏に提出。 

主要な演奏曲目を決定。 

2015. 6 ハワイにて実行委員会打

ち合わせ 

中村栄一教授より、オーケストラ演奏について詳細な連絡をい

ただく。会場の様子、演奏の場面設定などが判明。 

2015. 6. 13 ハワイ大学吉原真理教授

にハワイ演奏について相

談（保倉） 

吉原真理教授から、Oahu Civic Orchestraの Colleen Kelly氏（チ

ェロ）に演奏の手伝いをご依頼いただく約束を取り付け。 

2015. 7月頃 指揮者決定 宮野谷義傑氏にハワイでの指揮を依頼し、ご快諾いただく。 

2015. 8. 24 ハワイ演奏参加者募集案

内を英文でホームページ

に公開（岩岡） 

岩岡研究室のホームページ内に国際募集案内を掲載。 

演奏企画書のアップデート、演奏参加者募集案内（添付資料２）

を作成。 

2015. 8. 26 ハワイ大学吉原真理教授

に国際募集案内を連絡（保

倉） 

この後、Oahu Civic Orchestraのメンバーから、演奏に参加した

いとのメールが多数届いた。 

2015. 9~12 Oahu Civic Orchestraのメ

ンバーと演奏について調

整（岩岡） 

以下の課題について、頻繁に電子メールのやり取りを行った。 

１．各パートで、何日に何人集まるのか。 

２．打楽器の調達と運搬。 

３．レンタル楽器の調達。バイオリン、ビオラ、チェロ、コン

トラバス。 

2015. 9 日本からの参加者ほぼ確

定。 

メンバー表に基づいて、エキストラの人数、曲目、レンタル楽

器について調整を進める。 

2015. 11~12 ハワイの練習 11月 3日と 11月 23日の 2回、ハワイに向けた練習を化学会館

で行った。練習曲目はオーケストラ曲が中心。室内楽について

は、メンバーで個別に練習を行った。田村泰昭氏の企画で 12月



12日に弦楽合奏のレッスンを受ける。 

 
2015. 12 ハワイに向けて最終調整

（岩岡） 

ハワイ演奏の説明書と演奏企画書（添付ファイル３）を作成し、

参加者に配布。 

出発直前になり、国内外から演奏に参加したいとのメールが多

数寄せられた。是非参加して欲しいとの返事をしたところ、実

際に数名の参加者が集まった（添付ファイル４）。 

Pacifichem2015 

2015. 12. 15 17:00 現地集合、

18:00~21:00 リハーサル 

ハワイアンコンベンションセンター	 Rm 315にて、リハーサル

を行った。譜面台 50台は Pacifichemで購入していただいた。打

楽器の搬入あり。練習終了後、楽器をトランクルームに保管。

ハワイのメンバーに駐車券を手配。 

  

2015. 12. 16 18:00 リハーサル、

19:00~21:00 オーケストラ

コンサート① 

ハワイアンコンベンションセンター1階ロビーにて、演奏。参加

メンバーに名札を調達。場所の設定。観客用のいすを手配。演

奏終了後、打楽器の搬出あり。ハワイのメンバーに駐車券を手

配。ハワイのメンバーとの交流会をシェラトンの吉屋にて

21:00~23:00に行う。 

演奏に関しては、多方面から反響があった。 

プロオケの Hawaii Symphony Orchestra、Executive Director の

Jonathan Parrish氏よりメールをいただき、次回が是非コラボレー

ションしたいと申し出があった。 

  

2015. 12. 18 10:00 リハーサル、

11:30~12:15 室内楽コンサ

ロイヤルハワイアン Monarch Room で行われた学生ポスター賞

授賞式にて、室内楽を演奏。授賞式前の会食の BGMとして演奏



ート② した。演奏後、Nancyの取り計らいで、隣のレストランでランチ

をもらう。 

  

2015. 12. 20 13:00 リハーサル、

14:00~16:00 室内楽コンサ

ート③ 

ヒルトンハワイアンビレッジ Coral Ballroom で行わっれた閉会

式で室内楽を演奏した。ノーベル賞受賞者の根岸英一先生に 1

曲指揮をしていただいた。 

  

 

2015. 12 日本に帰国 お世話になった面々にお礼のメールを送付。 

2016. 1 報告書作成（岩岡） 

会計報告作成（保倉） 

 

 

 

総括	 

 

Pacifichem での公演は当初は無謀ではないかと思われたが、オーケストラメンバーの熱い願いと

中村栄一教授、Nancy Todd氏をはじめとする多くの方々のご協力によって、計画を進めることがで

きた。終わってみれば、学会参加者からの反響も大きく、本企画は大成功であったと言える。演奏

に参加したメンバーにとっても良い思い出を作ることができた。 

今後、同様の企画を行う場合には、以下の点に注意を払うべきあろう。 

 

１．学会の実行委員会との太いパイプを作ること。今回は、中村栄一教授や Nancy Todd 氏からの

全面的な協力が得られた。 

２．現地（ハワイ）で実際に動いてくれる人がいること。特に打楽器調達は現地でないとわからな

いので、これをやってくれるメンバーが必要である。今回は Oahu Civic Orchestraのメンバーが

メンバー集めや楽器調達に動いてくれた。 

３．日本以外の国からの参加者をどう増やすか。今回は、直前になっての連絡が多く、事前に連絡

があれば、もう少し人数が増えたかもしれない。ただし、海外からの参加者が増えると曲目の

選定や編成が難しくなる恐れもある。あくまで化学オケが主力メンバーとして演奏の中心を支

えるべきではあろう。 


